










要約:小児期発症の膜性増殖性糸球体腎炎の長期予後を知る目的で、1974 年から 1978 年

の 5 年間に MPGN と診断し、その後 15 年以上経過を観察し得た 10 例を対象に臨床病理学

的な検討を行った。それらの結果、組織学的には糸球体基底膜の改善はみられたが、メサ

ンギウムの硬化病変が残存する傾向がみられた。臨床的には約半数の症例で尿異常の残存

がみられたが、低補体血症などの MPGN本来の症状が持続している症例はみられなかった。

また、尿異常が持続している症例でもその程度は軽く、残存している病変が今後進行する

可能性は低いものと考えられた。


